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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 視

点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 18日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教

育

課

程 

学

習

指

導 

・視覚障害によ

る学習上または

生活上の困難を

主体的に改善・

克服するための

専門的な指導を

系統的に行う。 

 

 

 

①高い専門性と学びの

系統性を踏まえた「分

かる授業」が展開でき

るよう、教員一人ひと

りが意識改革を行い、

授業力向上を図る。 

②幼児児童生徒一人ひ

とりに応じた ICT機器

等の活用により、一層

学びが充実するよう工

夫して取り組む。 

①個別最適な学びと協

働的な学びの実現に向

け、個々の幼児児童生

徒の実態を的確に把握

し、それに基づいた授

業実践・評価・改善の

循環過程の中で、幼児

児童生徒が「分かる授

業」を展開する。 

 

②「分かる授業」のた

めには、手段の一つと

してＩＣＴ機器等をど

のように活用すること

が効果的かを検証しな

がら、授業の実践を進

める。 

①個々の幼児児童生徒

の習得状況や学びの特

性について、アセスメ

ント等により客観的に

とらえた上で、それぞ

れのよい点や可能性、

進歩の状況などを積極

的に評価し、学習した

ことの意義や価値を実

感できるように取り組

めたか。 

②個に応じたＩＣＴ機

器等の活用による授業

実践を通し、幼児児童

生徒が分かる喜びを実

感できる場面が増えた

か。 

①点字の指導に関し、教員

間で連携し専門性を持って

指導を進めることができ

た。また読速度検査を通し

て個々の見え方を詳細に把

握し、最適な見え方に応じ

た教材作成を行うことで

「分かる授業」への学習環

境を整えた。 

②教科書等をタブレット端

末で拡大し、編集機能を使

った学習を行った。 

Google ClassRoom を活用

しオンラインでの授業の課

題のやり取りが日常的に行

われるようになってきた。 

①今後も教員間で連携し点

字指導を進めていきたい。

読速度検査の結果を評価す

るために、より多くの教員

が検査に関わり、見やすい

文字の大きさやフォント、

レイアウト等について理解

を深める必要がある。 

 

 

②ICT をどのように活用し

たか情報共有を進め指導場

面での利用を図る。 

データの活用方法は進学後

や社会に出てからも必要と

なるため、研修等を行い活

用できる教員を増やしてい

く。 

学校運営協議会委員 

障害を持つ子どもたち

が芸術文化に触れるこ

とで成長を促すことが

できる。盲学校でもそ

のような機会を設けて

いるようであり、良い

ことだと思う。 

保護者アンケート 

視覚障害教育の専門性

を学習指導に生かして

いる。 

1 そう思う 54％ 

2 大体そう思う 41％ 

1+2=95% 

 

①成果：点字の指導

は教員間で連携し、

専門性を持った指導

が進めた。読速度検

査を通して個々の見

え方を詳細に把握す

ることができた。 

課題：個々の見え方

に応じた最適な教材

の作成方法の工夫。 

②成果：授業でタブ

レット端末を利用し

た学習方法の拡大。 

課題：ICT活用を進

め、様々な指導場面

での利用を図る必要

がある。 

①教員間で連携し

点字指導を進めて

いく。読速度検査

に多くの教員が関

わり、見やすさに

ついて理解を深め

る必要がある。 

②ICT 機器の活用

方法の共有化を学

校全体で進めるた

め、研修等を行い

活用できる教員を

増やしていくこと

が重要である。 

２ 

幼

児

・

児

童

・ 

生

徒

指

導

・

支

援 

・幼児児童生徒

一人ひとりの実

態をふまえ、課

題を的確に捉

え、個別教育計

画にもとづいた

指導や支援を組

織的に行う。 

 

 

 

 

①個々の実態に応じた

個別教育計画の策定に

むけ、幼児児童生徒を

多角的・多面的な視点

で捉えることができ

る。 

②目標達成に向けた指

導や支援を実現するた

めの柔軟な校内支援体

制を構築する。 

①個別教育計画の策定

については、担任と保

護者の共通理解を基

に、専門職(心理士）

や寄宿舎指導員等がそ

れぞれの立場で参画

し、様々な視点で捉え

ることで、適切な指導

や支援につなげる。 

②学級、学年、学部に

縛られない校内支援体

制を整備することで、

幼児児童生徒一人ひと

りの実態やニーズに応

じたよりよい指導・支

援を展開する。 

①幼児児童生徒一人ひ

とりの学習指導や生活

支援に関わる様々な職

種の職員がチームとし

て情報を共有し、目標

とそのための手立てを

検討した上で、それぞ

れの立場で役割を果た

すことができたか。 

②教職員それぞれの得

意分野を共有し、その

力を発揮できるような

校内支援体制を整備、

活用できたか。 

①医事相談やブロック内専

門職活用で PTや OT、STの

助言をもらい、学習に活か

すことができた。 

②学部全体で協力して、課

題が顕在化した早い段階で

教育相談コーディネーター

が中心となり生徒に関わる

教職員が参集しケース会を

通して情報共有し、共通認

識を持って対応する体制が

整ってきたことで、一貫性

のある指導・支援を行うこ

とができた。 

①校内での連携と伴に、今

後もブロック内専門職活用

等を積極的に行い、幼児児

童の指導に取り入れてい

く。 

②教科指導の場面で、教科

担任間の学部を越えた支援

体制があるとよい。 

学部で幼児・児童について

の支援方法の情報共有を密

にし、生徒がよりよい学校

生活を送ることができるよ

う、専門職とも連携して広

い視野を持って対応してい

く。 

学校運営協議会委員 

朝の打ち合わせ等で、

幼児児童生徒の情報共

有を行い、協力体制を

整備しているのは良い

ことであり継続してほ

しい。 

保護者アンケート 

幼児児童生徒一人ひと

りの良さを見つけ、そ

の良さを伸ばす取組を

している。 

1 そう思う 81％ 

2 大体そう思う 14％ 

1+2=95% 

①成果：医事相談や

ブロック内専門職活

用により助言をもら

い、学習指導に活か

すことができた。 

課題：情報共有のた

めの時間設定に工夫

を要する。 

②成果：課題が顕在

化した早い段階で教

育相談コーディネー

ターが中心となり情

報共有し、共通認識

を持って対応する体

制が整ってきた。 

課題：支援体制の充

実に向け、校内外の

支援体制の組織的運

用が必要である。 

①校内での連携と

伴にブロック内専

門職活用等を積極

的に行い、幼児児

童の指導に取り入

れていく。 

②教科指導におい

て教科担任間の学

部を越えた支援体

制が必要である。 

また、教員間で幼

児児童生徒の支援

方法の情報共有を

密にし、連携する

必要がある。 

３ 

進

路

指

導

・

支

援 

・幼稚部や小学

部を含む早期か

ら高等部まで自

分の将来につい

て主体的に考え

られるように支

援し、一貫した

進路支援を行

う。 

 

 

 

①ライフステージに応

じた進路指導・支援内

容を整理し、必要な情

報を発信する。 

②国家試験合格とその

後の就労定着に向け、

指導内容・方法、支援

方策の改善に努め、職

場見学・体験実習の充

実を図る。 

①昨年度作成した「キ

ャリアマトリクス」を

さらに活用していける

よう、ライフステージ

を意識して情報を幅広

く収集し、その情報を

生徒・保護者等へ発信

する。 

②国家試験対策とし

て、各種テストの妥当

性を客観的に検証する

とともに、就労定着に

向けては、社会で働く

①ライフステージに応

じた進路指導の検討・

整理を行うとともに、

進路選択に向け幅広い

進路情報を効果的に生

徒・保護者等に提供で

きたか。 

②生徒の特性に応じた

指導により、国家試験

合格レベルの実力を養

成することができた

か。また社会人として

のスキルを身に付け、

①関係機関と連携して情報

収集し、個々の状況に応じ

た相談と情報提供を行っ

た。関係者間で随時情報を

更新・共有しながら、見通

しを持った進路決定ができ

るよう支援した。 

②模擬試験を実施後の結果

等をもとに、生徒の実態に

応じた進路支援を行った。

また、外部講師を招いた臨

床報告会や進路説明会を実

施した。 

①今後も常に更新される情

報に対して、関係機関と連

携し、素早い情報収集と提

供に努める。また、進路支

援に必要な知識・情報を係

外の職員とも共有できるよ

う、有効な方策について具

体的な検討を進める。 

②次年度も引き続き生徒の

実態に応じた進路支援を行

う。 

学校運営協議会委員 

進路指導をするにあた

り、教員が現場の状況

を確認した上で指導す

る必要がある。 

保専部生徒アンケート 

進路に関する指導や助

言、情報提供が適切に

行われている。 

 1 そう思う 14％ 

2 大体そう思う 29％ 

1+2=43% 

①成果：関係機関と

連携して個々の状況

に応じた情報提供を

行い、適切な進路決

定が行えるよう指導

した。 

課題：進路指導を進

めるうえで、係外の

職員も情報共有でき

るように進める。 

②成果：国家試験を

受験した在校生はあ

マ指は３人中１人合

①関係機関からの

情報を進路と学部

が共有し、適切な

進路決定が行える

よう継続的な取り

組みが必要であ

る。 

 

 

 

②国家試験不合格

者対策として、個

別対応が出来るよ



 視

点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 18日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

ためのスキルや、対人

関係スキル等の獲得に

着目した指導･支援を

行う。また、より主体

的な進路選択に向けた

職場見学・体験実習の

充実を図る。 

主体的な進路選択に向

けた職場見学・体験実

習の充実を図ることが

できたか。 

格、鍼灸の合格者は

いなかった。また、

既卒の合格者はあマ

指、鍼灸ともにいな

かった。 

課題：不合格者への

サポート体制を進め

る必要がある。 

うに学校内で受験

対策を実施し、次

年度は合格できる

よう継続的な支援

を行う。 

４ 

地

域

等

と

の

協

働 

・関係諸機関や

地域とのつなが

りを強化し、連

携・協力・支援

体制を確立する

とともに、視覚

障害教育や盲学

校に関する情報

を発信する。 

・自立と社会参

加に向け地域と

協働し、社会体

験・貢献する機

会を創出する。 

①視覚障害教育のセン

ター的機能の周知と一

層の活用の促進を図

る。 

②視覚障害教育を必要

とする人とつながるよ

うに、関係機関や各学

校への広報に積極的に

取り組む。 

③様々な活動を通して

地域との交流や社会貢

献に取り組む。 

①視覚障害教育におけ

る地域のセンター的機

能を発揮するため、関

係機関等への情報提供

や教育相談・支援活動

をさらに効果的に行う

ための方策を検討す

る。 

②県域の各学校、大

学、医療機関、乳幼児

健診機関等へ周知活動

を精力的に行うととも

に、ホームページ等に

おいて本校の取組を積

極的・効果的に発信す

る。 

③コミュニティスクー

ルを活用しながら、地

域の中にある学校とし

てなにができるか、共

に考え幼児児童生徒の

主体的な発信の場や自

己実現の場を創出す

る。 

①視覚障害教育のセン

ターとして学校等の教

育機関だけでなく、行

政機関、福祉、労働等

とのさらなるネットワ

ーク構築が図られた

か。 

②大学や医療機関等へ

の広報活動をさらに拡

大できたか。また、積

極的・効果的な発信を

行うことで、ホームペ

ージの閲覧数は増加し

たか。 

 

 

③コミュニティスクー

ルの活用により、地域

との交流や社会貢献に

さらに取り組むことが

できたか。 

①センター的機能を通し

て、教育機関だけでなく、

行政機関、福祉、労働等と

のネットワーク構築を進め

ることができた。 

②県域の各学校、乳幼児健

診機関等への周知活動を精

力的に行うことで他の公共

施設との連携にもつながる

効果がみられた。 

ホームページの閲覧数は減

少であった。 

③地域の施設を利用し、学

習に活かすことができた。

また、消防署や警察署、横

浜ゴムの見学などを通して

学びにつながった。 

給食チームと連携したコラ

ボ給食を実施し、教室で読

み聞かせと疑似体験を行っ

た。 

大原公民館祭、立野町追分

町内会でのボランティアマ

ッサージと学校紹介を実施

した。 

①関係機関への資料送付以

外にも、学校ホームページ

を通してセンター的機能の

周知を行っていく。 

 

 

②大学や医療機関等への広

報活動は今後も機会を探り

積極的に行っていく。 

魅力あるホームページ作り

を探求し、効果的な発信に

努める。 

 

 

③今後も地域の施設を利用

し、幼児児童の学びにつな

げていきたい。 

今後もコラボ給食など他チ

ームとの連携をすすめる。 

盲学校、並びに理療の啓発

に向けてボランティアマッ

サージの機会を増やしてい

く。 

学校運営協議会委員 

地域とのつながりを強

化し、盲学校を知って

もらうためにもホーム

ページを活用すること

が必要である。また、

教員が地域の方と交流

することが連携強化に

つながると考えてい

る。 

保護者アンケート 

視覚障害教育のセンタ

ー校として、地域の視

覚障害児者への教育相

談や支援、情報発信を

している。 

 1 そう思う 50％ 

2 大体そう思う 31% 

1+2=81% 

①成果：センター的

機能を通して、行政

機関、福祉、労働等

とのネットワーク構

築を進めることがで

きた。 

課題：学校ホームペ

ージを活用し、地域

の方々にも広く知っ

てもらうことが重要

である。 

②成果：県域の各学

校、乳幼児健診機関

等への周知活動を行

い、他の公共施設と

の連携することがで

きた。 

課題：魅力ある学校

ホームページの作

成。 

③成果：地域の施設

を利用し、幼児児童

生徒の学習に活かす

ことができた。 

課題：積極的に地域

との連携の機会を増

やしていく必要であ

る。 

①視覚障害教育の

センター的機能の

継続的な支援を今

後も進め、関係機

関とのネットワー

ク構築を強化なも

のにしていく。 

②ホームページの

充実を図り、ニー

ズに合った分かり

やすい内容に改善

していく。 

③様々な場面で、

コミュニティスク

ールの積極的な活

用方法を学校全体

で取り組む。 

５ 

学

校

管

理 

 

学

校

運

営 

・安心安全な学

校作りを推進

し、組織として

指導体制や教育

環境整備を進め

る。 

・カリキュラ

ム・マネジメン

トの効果的な推

進に向け、組織

整備を進める。 

 

 

 

①防災対策等により、

安心安全な環境づくり

を推進 

する。     

②不祥事を他人事とせ

ず、同僚性を発揮した

職場づくりに努める。 

③カリキュラム・マネ

ジメントを組織横断的

に推進する。 

①引き続き様々なウイ

ルス感染防止対策を徹

底するとともに、防災

訓練等の反省を活かし

た体制が組めるように

常に見直しをする。 

②何が課題なのか、常

に自分事として「不祥

事をしない・させな

い」ために、全員参加

で月１回の学び合いの

機会を設け、職員一人

ひとりの当事者意識を

高める。 

③各学部、また校務グ

ループ及びチームが連

携しながら「育てたい

幼児児童生徒像」を全

校で共有し、実現する

取り組みを促進する。 

①全職員で安全に対す

る情報共有や迅速で柔

軟な対応、マニュアル

の整備等により、誰も

が安全で安心できる環

境整備に取り組めた

か。 

②常に規範意識を高く

もち、当事者意識をも

って学び合える効果的

な研修を計画・実施す

ることができたか。 

③各自がカリキュラ

ム・マネジメントを意

識して、よりよい学校

運営を推進することが

できたか。 

① 避難訓練、職員防災訓

練、救急法・AED訓練等を

実施した。職員防災訓練で

は避難所開設を想定したシ

ミュレーションを行った。 

②年間計画に基づいた 全

員参加の研修会を実施し自

分事として捉える意識作り

に取り組めた。 

③ 学部や寄宿舎で連携し

て、指導について相談しな

がら対応することができ

た。目指す児童生徒像実現

に向けて、カリキュラムを

工夫し図工や総合の時間等

を使い、芸術の専門家や大

学生とともに芸術活動に取

り組むことができた。 

①実際の発災時を想定した

訓練や研修を計画・実施を

し、防災についての意識を

持てるよう準備を進めてい

く。 

 

②月ごとに研修会のテーマ

を設定し、テーマごとに所

掌する教職員が担当して、

教職員全体で研修する取り

組みを継続していく。 

③今後も学部内の情報を関

係部署と共有し、幼児児童

生徒の指導を行っていく。

カリキュラムを柔軟に運用

し、今後も外部リソースを

活用して児童生徒の活動・

経験の幅を広げていく。 

学校運営協議会委員 

不審者対策では警察と

の連携も考えて訓練を

重ね、幼児児童生徒の

安全と伴に教職員の安

全を守ることが大切で

ある。 

保護者アンケート 

災害やケガ等に対応す

るため、校内の安全管

理・幼児児童生徒への

安全教育を適切に行っ

ている。 

 1 そう思う 68％ 

2 大体そう思う 27% 

1+2=95% 

①成果：職員防災訓

練を通し、災害時の

避難開設所を想定し

た訓練が行えた。 

課題：訓練や研修を

通し、防災意識が持

てるようにする。 

②成果：研修会を通

し自分事として捉え

ることができた。 

課題：意識作りに

は、継続して取り組

む必要がある。 

③成果：児童生徒の

指導では学部と寄宿

舎が連携して対応す

ることができた。 

課題：情報共有を図

るために組織的に動

く必要があり、周知

に時間を要する。 

①実際の発災時を

想定した訓練や研

修を計画・実施を

することで、防災

についての常に意

識を高めていける

よう取り組む。 

②不祥事を自分事

として意識する取

り組みを、継続的

に行う必要があ

る。 

③育てたい幼児児

童生徒像を全職員

で共有し、実現す

るために指導に当

たる教職員が情報

共有を図り、同じ

視点で対応する必

要がある。 

 


